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第１４０回 理事会（平成２１年度第２回）議事録 

 
財団法人 神奈川県スキー連盟 

 
１．日    時  ： 平成２１年７月２５日（土）１５：３０～１７：００ 
２．場    所  ： 神奈川県社会福祉会館２階第1 会議室（横浜市神奈川区沢渡４－２） 
３．出 席 理 事  ： （副 会 長）山田 隆、佐藤 嘉彦 

（専務理事） 片 忠夫  

（常務理事） 上田 英之、木村 徳善、菊地 富士夫  

（理    事） 徳本 進、金子 理人、吉野 大成、国島 みどり、荻野 恭宏、 

安藤 努、百海 廷、岡本 洋一、清水 忠、岡田 良平、小池 光、 

斎藤 幸雄、平賀 淳夫 

欠 席 理 事  ： （会    長） 河野 洋平 

           （副 会 長） 野地 澄雄 

           （常務理事） 三塚 康雄 

           （理  事） 吉岡 去私、大澤 康之 

４．出 席 監 事 ： 内海 雄三  

欠 席 監 事 ： 木村 信吉 

５．議 長 選 出 ： 片 忠夫専務理事を指名 
６．議事録署名人選出：岡本 洋一理事、平賀 淳夫理事を選出 
７．書    記： 安藤 努 理事を指名 
８．議    事 

 
開     会   佐藤副会長より、開会の挨拶を述べた。 
 

 １）評議員会での審議事項について 
   片専務理事より、第２１回評議員会での審議事項の第1 号議案、第2 号議案、第3 号議案について、

この理事会に諮り決定したいとの提案がなされ、承認された。 
   片専務理事からは、監査報告を踏まえ決算報告については、岩岳行事の中止、常務理事以上の日当

の支給停止、皆さんの節約が実って黒字化したが、依然として赤字体質であることには変わりない。

今後とも、体質改善を続けていく必要がある。また、会長の任期については、現会長が 10 月 3 日に

交代したいという強い意志を持っているため、新会長河野太郎氏の任期は、10 月 4 日から来年の 5
月31 日までとなる。登記等の手続は、多少遅れることになるとの説明があった。 

 
 ２）教育本部（資料：第140 会理事会 教育本部） 
 （１）報告事項 

木村本部長から、次の通り報告があり、了承された。 
・教育本部会 7 月25 日（土） 11:00～12:00 ＳＡＫツールの作成状況と確認 

 
 （２）審議事項 
   ①スノーボード強化指定選手について 

 木村本部長より、次年度スノーボード強化指定選手について、資料のとおり提案がなされた。 
    指定された理由がわからないとの指摘があり、選考基準に則り、選抜理由を付して議事録に掲載す

ることで、承認された。 
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 ３）競技本部（資料：なし） 
 （１）報告事項 
    菊地本部長より、県体協から１０月３１日に開催される神奈川スポーツ環境フォーラムにおいて、

ＳＡＫの環境問題への取り組みを紹介してほしいとの要請があり、佐藤副会長に参加していただく

ことを考えている。詳細は、次回の理事会で提案するとの報告があり、了承された。  
 
 （２）審議事項 
   ①第47 回全国中学校スキー大会におけるＳＡＫ後援の承諾について 

菊地本部長より、第４７回全国中学校スキー大会におけるＳＡＫ後援の承諾についての提案がな

され、承認された 
   
 ４）総務本部（資料：第140 回理事会  総務本部） 
 （１）報告事項 
   上田本部長並びに各担当理事より報告があり、了承された。 

① 資金運用状況（金子理事） 
・6 月末現在 7,417,258 円 

   ②登録状況（荻野理事）  
・会員数は前年比▲２％、全国では▲３％であった。登録者数の多かった県は、1 位北海道、2 位

東京、3 位長野、4 位神奈川（5,663 人）であった。ＳＡＪ会員登録を早めに対応するため、会員

登録資料を来週発送予定である。登録作業については、ＳＡＪにはまとめて送るのではなく、あ

る程度集まったら送ることにした。級別テスト申込書（総務本部）、準指願書（教育本部）につい

て早めに作成していただきたい。功労指導員と研修会免除願いは事前に配布するので早めの登録

をお願いしたい。 
     功労指導員の研修会費用については、徴収方法について現地での徴収の混乱や財政上の問題か

ら一律に徴収するべきとする意見があり、議論した結果、これまでの「研修会費用を現地で徴収

する」とした経緯と反してしまい、会員には説明が必要となるが、返金請求が昨年実績で 10 人

前後と少ないこともあって、今年度は「一律に徴収し、後で返却する。」ことに決定した。 
   ③ＨＣ委員会（国島理事） 

・7 月 24 日、25 日にヨコハマテクノヒューマン＆テクノランドにて、ＳＡＫのＨＣ委員会の活動

を紹介した。 
   ④広報委員会（安藤理事） 

・７月８日に広報委員会開催、議題「ＳＡＫだより58 号」について 
   ⑤ＳＡＪ事務担当者会議（金子理事） 

・７月２４日開催 出席：金子理事、伏屋事務局員、ＳＡＪ総務本部専門委員 岡本、川上 
イ．研修会補助 500 円→250 円 
ロ．ＳＡＪ立会理事 ブロック研修会、主任講師研修会のみＳＡＪ負担 
ハ．ｽｷｰﾊﾟﾄﾛｰﾙ技術大会参加費 10,000 円／ﾁｰﾑ→25,000 円／ﾁｰﾑ （5,000 円×5 人） 
二．指導員資格停止については、近々、結論がでる。 
ホ．新公益法人への移行説明 来春評議員会報告の中で予定している 

   ⑥70 周年記念式典（吉野理事） 
・表彰者が300 人を超えるので、呼名と表彰は代表者にしたいと考えている。 

   ⑦ＳＡＫツール作成日程（徳本事務局長） 
・８月３日に第１稿を印刷業者に出す。ページ数を知りたいので、それまでには、未完成であって

も原稿を提出のこと。 
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 （２）審議事項 
   ①事務所エアコンの更新について  

金子理事より、事務所のエアコンが古くなり故障しがちなので、更新したい。金額は２０万円程 
であるとの提案がなされ、承認された。 

   ②ＰＣネットワークを光ファイバーへの切り替えについて 
    金子理事より、ＡＤＳＬが不調なので、光ファイバーに切り替えたい。費用は月額で2,500 円が 

3,500 円になるとの提案がなされ、承認された。 
   ③記念式典広報委員の会費免除について 

安藤理事より、広報委員会から式典で広報委員が受付を担当することになっているが、会費を免

除していただきたいとの申し入れがあり、そのように計らいたいとの提案がなされたが、記念式典

で役員と役割を明確にし、基準を作ったうえで、対応することになった。 
   ④協賛マニュアルについて 
    上田総務本部長より、協賛マニュアルの案が作成された。次回9 月5 日の理事会で審議を行いた 

いので、各自内容を確認していただきたいとの提案がなされ、承認された。佐藤副会長から協賛マ 
ニュアルについて、5 つのカテゴリーの説明があった。 

    片専務理事から、協賛会員規程の変更となるので、時間をかけて理解をしてもらい、9 月5 日の 
理事会で審議をしたいとの補足説明があった。 

     荻野理事からＳＡＫツールの発行に向けて、このマニュアルに基づいて協賛を依頼している。次

回理事会の審議を待てないとの質問があり、ＳＡＫツールについては承認することとした。 
 

 

 閉   会   山田副会長が閉会の挨拶を述べた。 
 
 
 
 以上、この議事録が正確であることを証明するため、議事録署名人、下記により署名する。 
 
   平成２１年 ８月 ７日 
 
 
                 議    長                    印 
 
   
 

               議事録署名人                    印 
 
 
 
                 議事録署名人                    印 


